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（20／26）が103ng／m1以上を示し，残り6例は20

ng／ml以下，25，27，32，160ng／m1であった．　AFP

の経過観察がなされている19例の経日的変動をみ

るに肝癌発見1年以前に比べ発見後により高値を

示したものが13例（内4例は発見時103ng／m1以下

であったが），2週間以後に103ng／m∫以上になっ

た），減少したものが1例，あまり大きな変動を

示さず終始200　ng／m1以下にとどまったものが5

例であった．

　肝癌発見後の22例CEAの最高値は2．5ng／m1以

下から8．2ng／m1まで分布したが，そのほとんど

（17／22）が5・On9／m1以下であった．　CEAの経過

観察がなされている15例の経日的変動をみるに肝

癌発見1年以前に比べ発見後により高値を示した

ものが7例，減少したものが2例，終始2．5ng／m1

以下にとどまったものが6例であった．

　HBs抗原は10／26例に，　HBs抗体は9／24例に認

められ両者共に陰性は8例，逆に共に陽性はわず

かに1例にすぎなかった．HBs抗原・抗体陽性例

の内，経過観察のなされている4例のHBs抗原

力価と10例のHBs抗体力価の経日的変動を各々

同一一リァキットで求めてみると，肝癌発見1年以

前に比べ発見後に抗原力価がより高値を示したも

のが1例，減少したものが1例，有意の変動を示

さなかったものが2例であった．またHBs抗体

力価が経過につれてより高値を示したものが2例，

減少したものが4例，有意の変動を示さなかった

ものが4例であった．

25．びまん性肝疾患の経過観察中hepatomaの発

　　生を認めた26症例の検討（その2）一早期
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　この11年間に経験した143例の肝細胞癌（以下

肝癌）を対象として核医学的複合検査法による切

除可能という意味での“小さな肝癌”の発見の可

性能を検討したので報告した．143例の男女比は

107：36であった．年齢分布は50～60歳代が63°6

を占めた．肝疾患例1533例のAFPの内，400n9／m1

以上を示したものが肝癌6896（93／137）であるのに

対し慢性肝炎1％（6／770），肝硬変3％（10／336），

転移性肝癌7％（7／101）であり，AFPによる肝癌

の診断的価値は非常に高いが早期発見への手段と

しては疑問が残った．CEAによる肝癌の診断的

価値は，それのみでは低いがAFPと組合せるこ

とによって意義を認めた．AFP　20ng／m1以上で

CEA　8．5ng／m1以下の範囲に肝癌が97％（94／97）を

占め，逆に転移性肝癌はCEA　10ng／m1以上に9296

（33／36）を占め，しかもAFP　20ng／m1以上の11

例すべてを占めた．HBs抗原陽性率は肝癌42°6

（58／137），しかも肝硬変合併群では50∩。（49／98）

であるのに対し慢性肝炎17°。（135／794），肝硬変

26％（99／384），転移性肝癌396（3／101）でありHBs

抗原は肝癌に高率に認められた．HBs抗体陽性率

は肝癌28％（37／134），慢性肝炎2996（229／786），肝

硬変30％（115／385）と大差を認めなかった．転移

性肝癌は42％（42／101）と高かった．コロイド肝シ

ンチにおける肝癌43例の検出部位は右葉に63％，

左葉に6％，両葉に26％であり，残り5％は検出

しえなかった．右葉をCantlie氏線によって右と

中区域に分けると右は中区域の2倍弱を占めた．

検出しえた最小肝癌は右葉で4．5×3・45×35cm，

左葉で2．0×3．0×2．Ocmであった．6？Gaシンチ，

RIアンギオはコロイド肝シンチに比べ肝癌検出

率は非常に低く早期発見にはあまり役立たず質的

診断にとどまるべきものと思われた．

26．核医学検査法と超音波検査法の併用による

　　肝疾患診断（第1報）
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　近年，超音波診断装置の進歩に伴い超音波診

断の臨床的有用性は著しく向上した．従来，著
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